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トランスアコースティック™ピアノとは
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トランスアコースティック™ピアノとは

アコースティックピアノ特有の響きや弾き心地はそのままに、音量の調節や音色の変更、演奏の録音など
さまざまな機能を搭載した新しいスタイルのピアノ。

アコースティックピアノにトランスアコースティック™機能をプラス。
グランドピアノからアップライトピアノまで、多数のラインナップ。

トランスデューサー (加振器)

操作パネル
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トランスアコースティック™ピアノとは

鍵盤を押す

ハンマーが弦を叩く 電子音に合成

MIDI信号
(演奏情報）

アコースティックピアノ トランスアコースティック™ピアノ

振動が響板に伝わる

弦が共鳴し
ピアノ全体が共振

鍵盤を押す

弦が共鳴し
ピアノ全体が共振

振動が響板に伝わる

トランスデューサー
(加振器)



ターゲットユーザー
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ターゲットユーザー

子どもから大人まで、ピアノ初心者も上級者も。
さまざまなユーザーがターゲット

いつでもピアノを演奏したい

タッチも響きもホンモノがいい

練習に便利な機能が欲しい

電子的な操作は苦手、という初めてこのピアノ使う人でも
難しく感じることなく操作できるような説明を



取扱説明書の構成
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取扱説明書の構成

アコースティックピアノ本体の
取扱説明書

A4サイズ/20ページ

トランスアコースティック™機能の
取扱説明書

A4サイズ/76ページ



取説制作における取り組み
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取説制作における取り組み

1. マニュアル企画書の作成

2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

3. 英語の説明を日本語にフィードバック
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1. マニュアル企画書の作成

取説制作における取り組み

◆企画書作成のメリット
 関係部門との情報の共有

- 製品の理解 (企画意図/ターゲット/仕様など)
- マニュアルの制作方針/スケジュール
‐ 必要資料(他部門から)の提出期限

間違いや手戻りをおさえ、基本的な品質を確保

 マニュアル制作に必要な情報を誰でも確認可能
⁃ 担当者の変更でも均質に対応可能
‐ 新人でも企画書を見れば必要情報を漏らすことなく対応可能
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2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

取説制作における取り組み

• 製品の概要(意図した使用目的)の記載
• 想定読者の条件提示
• 取説の識別
• 安全のための注意事項の明示
• 輸送および保管
• 設置
• 使用説明のわかりやすさ
• 理解しやすい用語

など
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2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

取説制作における取り組み

◆製品の概要(意図した使用目的)の記載
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2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

取説制作における取り組み

◆安全のための注意事項の明示
 冒頭  各操作に必要な個所

製品全般に関わる注意文

個別の操作に必要な注意文
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2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

取説制作における取り組み

◆使用説明のわかりやすさ

概要説明してから詳細説明でイメージをつかみやすく
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2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方

取説制作における取り組み

◆理解しやすい用語

難しい用語は言い換え/補足でわかりやすく
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3. 英語の説明を日本語にフィードバック

取説制作における取り組み

◆英語原稿も社内でライティング (ネイティブが必ずレビュー)

◆日本語/英語それぞれで実機確認

英語の原稿を書くことで、日本語の曖昧さが明確化
(主述のねじれ、修飾語の位置など)
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3. 英語の説明を日本語にフィードバック

取説制作における取り組み



最後に
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最後に

1. マニュアル企画書の作成
2. 国際規格 IEC82079-1に準拠した作り方
3. 英語の説明を日本語にフィードバック

今後も、マニュアル制作の基本を守りながら、
よりわかりやすいマニュアルを作っていきたいと思います。

ありがとうございました。
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